
 
 　　　　                    Ｎｏ．２２９９２

　                    平成15年1月31日まで

（記入上の注意）

1 　裏面の記入要領を参照して記入してください。

2   特にことわりのない限り、平成14年6月20日現在の状況について記入してください。

3 　特にことわりのない限り該当する番号を１つ選んで◯で囲んでください。

4   記入は矢印に従って回答してください。

5 　回答欄が空欄のものは該当数字を記入してください。

6 　調査票の記入は青か黒のペン又はボールペンで記入してください。

7 　不明な点は、管轄の公共職業安定所（ハローワーク）にお問い合わせくだい。

8 　記入の終わりました調査票は、統計調査員に提出してください。

Ⅰ　あなた自身のことについて

 問１　最終学歴についてお答えください。（在学中の場合はその学校の前の学歴に○をつけてください。）

5

（注１）最終学歴とは、最後に卒業した学校をいいますが、中途退学は卒業したことになりませんので、それ以前の学歴に○をつけて
　　　　　ください。

（注２）専修学校（専門課程）とは、専修学校（学校教育法第82条の２）で専門課程（高校卒を入学資格とする修学年限２年以上、通

　　　常専門学校と呼ばれている学校）を修了した者です。なお、高等課程、一般課程修了者はここには含めませんが、高等課程を修

　　　了した者は高卒に○をつけてください。

（注３）各種学校（自動車教習所等）卒業者は学歴に含めません。

問２　公共職業安定所（以下「ハローワーク」という。）に求職申込みをした時（平成13年12月）、雇用保険

　　（失業給付）の受給手続きをしましたか。

6

は　　い

い い え

1

2

6

専修学校卒
（専門課程）

高専・短大卒 大学卒

3 4 51

承 認 期 限

2

中学・旧小卒 高校・旧中卒

  )
厚生労働省

大学院卒

平成１4年求職者総合実態調査

総 務 省 承 認

　この調査票に記入された事項については、秘密を守り、他に洩らすことはもちろん、統計以外の目的に用いるこ
とは絶対にありませんので、ありのままを記入してくださるようお願いします。

（　第　１　回　調　査　票　）

安定所番号　　　　一連番号　　　性　　　年齢

シ　　ー　　ル　　貼　　付

－1－
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Ⅱ　求職申込み時の状況及び理由について

問３　ハローワークに求職申込みをした時（平成13年12月）の状況及び理由は何でしたか。　　

（１）ハローワークに求職申込みをした時の状況についてお答えください。

 事業主の都合等（注１）で会社を離職していた 1 ） （２）へ

 自己都合により会社等を離職し、転職を希望していた 2  

 会社等に在職しながら転職を希望していた 3

 新たに働きたかったから（注２） 4 ） （４）へ

 自営業等（注３）を辞めた（または辞めたかった）から 5

 その他 6

7

（注１）　事業主の都合等には、倒産、人員整理の他に定年、契約期間満了、退職勧奨、セクハラ、嫌がらせなどを含みます。

（注２）　これまで一度も仕事をしなかった人の他に、仕事をしたことはあるがその後仕事をするつもりがなかった人及び
　　　　家事、育児等の理由により仕事をしなかった人を含めます。

（注３）　内職・家族従業者を含めます。

（２）離職した具体的理由は何ですか。

 定年・契約期間満了 1

 倒　　産 2

 人員整理 3

 退職勧奨・希望退職への応募 4

 セクハラ・嫌がらせ等 5

 その他 6

8

（３）転職を希望した具体的理由は何ですか。該当する番号を３つまで○で囲んでください。

 安定した職業に就きたいため

 会社・仕事に将来性がないため

 もっと収入を増やしたいため

 労働時間・休日等の労働条件が悪いため

 通勤が不便なため

 人間関係がうまくいかないため

 より知識・技能を活かせる仕事に就きたいため  問４へ

 よりやりがい・生きがいの感じられる仕事に就きたいため

 肉体的により軽易な仕事に就きたいため

 病気・けがのため

 結婚のため

 出産・育児、介護・看病のため

 そ　の　他

9

（４）新たに働きたかった具体的理由は何ですか。

 働かないと生活に困るようになったため 1

 生活には困っていないが、もっと家計収入を増やしたかったため 2

 知識・技能を活かしたいため 3

 働くことで生きがいを見つけたいため 4

 病気・けがなどが治ったため 5

 出産・育児、介護・看病の負担が軽減されたため 6

 学校を卒業（中退）し、社会人となるため 7

 そ　の　他 8

10

問６へ

01

02

03

06

07

12

13

08

09

10

11

（３）へ

問４へ

04

05

問６へ

－２－
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Ⅲ　在職時の状況について（求職申込み時（平成13年12月）または、それ以前の直近の状況についてお答えください。）　

問４　在職していた勤務先の企業全体の雇用者数は何人ですか。（在職していた企業が官公営の場合は雇用者数に
　　関係なく「７」を○で囲んでください。）

11

問５　在職していた勤務先での職業及び勤務形態についてお答えください。

（１）在職していた勤務先での職業は何でしたか。左頁の記入要領の「職業の解説」を参照し、お答えください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 12

（２）在職していた勤務先での雇用・就業形態は、どれに該当しますか。

 派遣労働者 1 　 　

 派遣労働者以外 2 ） 1

13
2

14 15

（３）在職していた勤務先での収入は月額（税込み）いくらでしたか。

約  万円

16

Ⅳ　求職条件等

問６　ハローワークに求職申込みをした時（平成13年12月）、希望した雇用・就業形態はどれに該当しますか。

 派遣労働者 1 　 　

 派遣労働者以外 2 ） 1

17
2

18 19

問７　ハローワークに求職申込みをした時（平成13年12月）、重要と考えた求職条件はどれですか。

　　　該当する番号を３つまで○で囲んでください。

 生きがい、やりがいをもてる仕事である

 前職の経験・能力を活かすことができる

 仕事の内容に興味をもてる

 会社に将来性がもてる

 会社の規模が大きい、知名度が高い

 賃金が一定水準以上である

 自分の希望にあった勤務形態・勤務時間である また、そのうち最も重要と考えた求職条件は

 仕事が軽易である  どれですか。該当する番号を記入してください。

 職場環境がいい

 通勤に便利である
21

 社会保険に加入している

 そ　の　他

20

雇　用
期　間
の定め

あ　り
就　業
形　態

短時間 1

な　し フルタイム 2

雇　用
期　間
の定め

あ　り
就　業
形　態

短時間 1

な　し フルタイム 2

01

02

03

04

12

08

09

10

11

6

１，０００人  ３００～ １００～
１～４人

5

以　　　　上 　　９９９人 　　２９９人

1 2 3

官 公 営

保安の 農林漁業 運輸・ 生産工程

7

３０～９９人 ５～２９人

サービス

4

技術的
事務的 販売の専門的・ 管理的

職　業 の 職 業 職　業 職　　業
通信の

05

06

07

・労務の
職　業 職　業 職　業 職　業 の 職 業

－３－
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問８　ハローワークに求職申込みをした時、主にどのような職業に就きたいと思いましたか。

　　２頁裏面の「職業の解説」を参照し、お答えください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 22

問９　ハローワークに求職申込みをした時、最低どのくらいの賃金月額（税込み）を希望していましたか。

 万円 　

23

Ⅴ　求職申込み時から調査時現在までの状況について　

問10（１）求職申込み時（平成13年12月）から調査時現在までの間にどのような方法で求人に応募しましたか。該当す

　　　　る番号すべてを○で囲んでください。

　　　　　また、それぞれの応募方法に対する結果はどうでしたか。該当する番号を○で囲んでください。

 ハローワークの紹介で応募 25

 ハローワークで求人票
 を見て直接応募

 知人・友人・親族の紹介で応募 28

 民間人材あっせん機関の紹介で応募 30

 前の会社の紹介で応募 31

 その他 32

 求人には応募していない ） （注）　同じ応募方法で何回か応募した場合には、直近の結果が

24 　　　出たものについてお答えください。また、「その他」には

　　　選考中を含みます。

※（１）の応募方法で「９」以外に回答した方は、問11にお進みください。

（２）求人に応募していないのはなぜですか。

33

　

（３）その理由はなぜですか。該当する番号を３つまで○で囲んでください。

 職種があわない 1

 能力、経験を活かせない 2

 会社の業種、規模等が気に入らない 3

 賃金が安い 4

 労働時間・休日等の労働条件が悪い 5

 仕事がきつい 6

 通勤時間がかかる 7

 そ　の　他 8

34

26

27

29

1 2

希望する条件を満た
す求人がなかった

その他

53

3

応 募 方 法

1

2

5

面接で不可 そ　の　他

5

54

3

職　業 職　業 職　業 職　業 職　　業の 職 業 職　業 の 職 業 職　業

専門的・ 管理的 事務的 販売の
技術的

　 書類選考で

不　　　可

応募方法に対する結果（注）

運輸・ 生産工程
通信の

52 3 4

サービス 保安の 農林漁業
・労務の

53

5

5

4

4

1 2 4

採用内定を
もらったが
断　っ　た

採用内定を
も　ら　い
就 職 し た

4 インターネットを見て応募

 新聞広告・求人情報誌等（雑誌
を含む）を見て応募

1

2

24

5

13

1

7

1

3

21

32

4

9

2

218

3 4

1

6

－４－

SA
M
PL
E



問11　教育訓練等についてお答えください。

（１）　求職申込み時から調査時現在までの間に、新たに公共職業訓練の受講、民間の教育訓練の受講及び

　　　教育訓練給付制度の活用をしましたか。該当する番号すべてを○で囲んでください。また、そのうち
　　　最も調査時現在に近いものの番号を　　に記入してください。

 公共職業訓練を受講した・受講中 1

 教育訓練給付制度の活用あり 2 （２）このうち最も調査時現在に近いものの

 教育訓練給付制度の活用なし 3 　　番号を記入してください。

 いずれも受講していない 4 ） （４）へ

35 36

（３）今後、受講する希望はありますか。

 ある(公共職業訓練) 1

 ある(民間の教育訓練) 2

 な　い 3

 わからない 4

37

（４）受講した訓練の内容はどのようなものでした（です）か。

2 3 4 5 6 7 8 38

　
  　　次の（５）及び（６）についても同じく直近の訓練についてお答えください。

（５）訓練のコース期間はどのくらいでした（です）か。

39

（６）訓練内容についてどう思いますか。それぞれ該当する番号を○で囲んでください。

1 2 3 4 5 40

1 2 3 4 5 41

1 2 3 4 5 42

問12　あなたは現在就業していますか。

1

 求職時（平成13年12月）から現在まで１度も就業していない 2

 求職時以降、就業したことはあるが現在離職している 3

43

問13　現在の仕事は、求職申込み時（平成13年12月）以前から続けている仕事ですか。

1 ）  問17へ

2 ） 　現在の仕事に就いたのはいつですか。

44

45 46

 民間の教育訓練を
受講した・受講中

問12へ

月

は  い

いいえ

平成 年

 問19へ

は　い

いいえ

高い
 訓練内容のレベル

訓　練　期　間

就職に役立つ度合

やや低いやや高い 適度

やや長い 適度長い やや短い 短い

役立つ 少し役立つ どちらともいえない あまり役に立たない

情報関係
サービス

関係
福祉・介護

関係
その他

役に立たない

低い

（注）複数の訓練を受講している場合には、直近の訓練（（２）で回答したもの）についてお答えください。　

１年以上

51

１ヵ月以上
３ヵ月未満

３ヵ月以上
６ヵ月未満

１ヵ月未満
６ヵ月以上
１年未満

　 　「１」に○をつけてください。

（注）公共職業安定所からの受講あっせんによる職業訓練（委託訓練）は、

2 3

農業・林業・
鉱業関係

建設関係 製造関係 事務関係

4

1

－５－
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問14　現在の形態はどちらですか。

 雇　用　者 1

 自営業主等（注） 2 ）  問17へ

(注)内職者・家族従業者も含めます。 47

問15　現在の勤務先の企業全体の雇用者数は何人ですか。（勤務している企業が官公営の場合には雇用者数

　　に関係なく「７」を○で囲んでください。）

48

問16　現在の勤務先でどのような仕事をしていますか。

（１）現在の勤務先での職業は何ですか。２頁裏面の「職業の解説」を参照し、お答えください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 49

（２）現在の勤務先での雇用・就業形態はどれに該当しますか。

 派遣労働者 1 　 　

 派遣労働者以外 2 ） 1

50
2

51 52

（３）現在の勤務先での仕事は、以前の仕事での経験、知識などを活かすことができますか。

　　（以前、他の勤務先で仕事をしていた方がお答えください。）

1 2 4 5 53

（４）現在の勤務先での仕事は、受講した訓練内容と関係するものですか。

　　（求職申込み時以降、教育訓練等を受講した方がお答えください。）

1 2 4 5 54

　

問17　５月分の仕事による収入は月額（税込み）いくらですか。 　 　
　

 万円 （１万円未満は四捨五入） 　

55

問18　現在の勤務先で今後も働き続けたいですか。

 続けたい 1

 変わりたい 2

 自営業等を始めたい 3

 仕事を辞めたい 4

56

1

2

短時間

フルタイム

就　業
形　態

どちらともいえない
あまり活かす

ことはできない
全く活かすこと

ができない

雇　用
期　間
の定め

あ　り

な　し

職　　業

専門的・ 管理的 事務的 販売の 生産工程サービス 保安の
通信の
運輸・

職　業 の 職 業 職　業職　業 職　業 職　業 の 職 業

3

そのまま活かす
ことができる

かなり活かす
ことができる

問20へ

どちらともいえない 関係しない 全く関係しない

3

官 公 営

 密接に関係する 関係する

技術的 ・労務の
農林漁業

職　業

　　９９９人

　１００～
３０～９９人

　　２９９人
５～２９人 １～４人

73 4 5 6

１，０００人 　３００～

1 2

以　　　　上

－６－
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　次の問19は、問1２で「２」又は「３」に○をつけた人（現在就業していない人）のみが

お答えください。

問19　現在の状況についてお答えください。

（１）現在、求職活動を行っていますか。

 は　　　い

 い　い　え ） 問20へ

57

（２）希望する労働条件を求職申込み時（平成13年12月）と現在とでは変えましたか。

　　　それぞれの項目について該当する番号を○で囲んでください。

　 希望条件の変更の有無

 労働条件

 仕事の内容（注１） 58 1 2 3

 賃金（注２） 59 1 2 3 ）

 雇用期間の定め（あり又はなし） 60 1 2 3

 就業形態（フルタイム又は短時間） 61 1 2 3 　 希望する賃金月額を求職申込

 労働時間 62 1 2 3  み時と変えた場合には、その金

 通勤時間 63 1 2 3
 額をお答えください。

 企業規模 64 1 2 3  万円(税込み)

　（注１）求職申込み時（平成13年12月）に求職票に記入した希望の仕事と、現在希望している仕事の変化です。 65

　（注２）問９で回答した賃金と現在希望している賃金の変化です。

Ⅵ　家計の状況について

問20　現在の家族状況についてお答えください。　

 （１）配偶者の有無 （２）扶養家族の有無

66 67

問21　現在の生活費は主に誰の収入でまかなっていますか。該当する

　　番号を○で囲んでください。（複数回答可）

 雇用保険失業給付以外 1

 雇用保険失業給付 2

 雇用保険失業給付以外 3

 雇用保険失業給付 4

 上記以外の  雇用保険失業給付以外 5

 家族の収入  雇用保険失業給付 6

 その他 7

68

（注）「雇用保険失業給付以外」には、給料、事業収入、財産収入、年金など「雇用保険失業給付」以外のすべての収入を含みます。

1

2

 あなたの収入

1

2

あ　り

な　し

変えない

希望する条件を

自分から進んで
（自分の都合で）

変えた

現実をふまえて
仕方なく変えた

 配偶者の収入

　問20以降からは全員がお答えください。

1

2

あ　り

な　し

－７－
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Ⅶ　ハローワークに対する意識について

問22　ハローワークを利用した理由は何ですか。該当する番号すべてを○で囲んでください。

 就職の相談にのってもらえるから 01

 職業訓練や能力開発に関する相談を受けられると思ったから 02

 就職の成功率が高いから 03

 求人内容が信用できると思うから 04

 多くの求人が見られるから 05

 パソコンを使って自分で求人を探せるから 06

 事業所との面接の予約をしてもらえるから 07

 他の方法がうまくいかなかったから 08

 雇用保険の失業給付の手続きをするため 09

 ハローワークは無料だから 10

 その他 11
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問23　ハローワークに対する要望等についてお答えください。

（１）ハローワークにどのようなことを期待しますか。該当する番号すべてを○で囲んでください。

 時間をかけてじっくり相談にのってほしい 1

 就職に役立つ情報やノウハウを教えてほしい 2 ） （２）へ

 職業訓練や能力開発に関する相談にのってほしい 3

 求人に関する情報をもっと知らせてほしい 4 ） （３）へ

 プライバシーに配慮した施設にしてほしい 5

 場所等について利用上の便宜を図ってほしい 6

 その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 7
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（２）（１）で「２」に○をつけた方におたずねします。どのような内容・方法を希望しますか。

　　　該当する番号を２つまで○で囲んでください。

 面接の受け方・職務経歴書の書き方などのノウハウ 1

 職業訓練など知識・技能取得方法の案内 2

 パソコンなどの簡単な講習会 3

 会社・工場などの見学会 4

 職業適性検査の実施 5

 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 6
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（３）（１）で「４」に○をつけた方におたずねします。どのような情報・方法を充実させたら利用したい

　　　と思いますか。該当する番号すべてを○で囲んでください。

　  地域の求人条件等の水準

 各企業ごとの応募者数等の状況

 より詳しい仕事の内容や労働条件

 企業案内等の企業に関する情報

 職業訓練や能力開発に関する情報

 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

 公開展示

 情報誌（紙）の発行

 テレホンサービス

 インターネット

 郵　　送

 ビ デ オ

 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
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Ⅷ　民間人材あっせん機関の利用の有無及び利用した場合のその理由について

問24　民間人材あっせん機関の利用について

（１）民間人材あっせん機関を利用したことはありますか。

 利用していた 1

（２）民間人材あっせん機関を利用した又は利用中の方にお尋ねします。あなたが民間人材あっせん機関を利用した

　　　理由は何ですか。該当する番号すべてを○で囲んでください。

 就職の相談にのってもらえるから 01

 職業訓練や能力開発に関する相談にのってもらえるから 02

 就職の成功率が高いから 03

 求人内容が信用できると思うから 04

 多くの求人が見られるから 05

 以前から利用していたから 06

 以前勤めていた会社から行くように言われたから 07

 知人から紹介されたから 08

 広告を見たから 09

 その他（　　　　　　　　　　　　） 10
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この調査は平成１５年１月にもう一度、その後の状況についてお伺いしますので

ご協力のほどよろしくお願いいたします。

 利　用　中 2
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  これで質問はおわりです。ご協力ありがとうございました。
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　これで質問はおわりです。
　ご協力ありがとうございました。

 利用したことはない 3
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